




 

 我々は前回の班会議においてI0名のDuchenne型DMPの保因者の検索を行い、

酵素、電気生理、組織及び組織化学、電顕的検索を行うことがより高率に保因

者を発見出来る事、さらに保因者の筋肉内網細血管の定量的電顕を施行。コン

トロールに比し光顕で異常を認めた 3名の保因者の筋肉内網細血管基底膜の面

積のCapillary areaに対する比がコントロールに比し有意に低値を取った事を

報告した。 


